
市
が
行
っ
た
介
護
保
険
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
記

入
欄
に
、
介
護
事
業
者
か
ら
、

待
遇
改
善
を
求
め
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
精
神
的
負
担
が
大
き
い
割

に
報
酬
が
少
な
い
と
い
う

現
実
。

●
ケ
ア
マ
ネ
報
酬
が
、
費
や

す
時
間
を
考
慮
し
た
時
、

最
低
賃
金
を
割
っ
て
い
る

の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

●
定
員
増
を
し
た
く
て
も
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
テ
レ
ビ

で
給
与
の
低
さ
が
報
道
さ

れ
て
か
ら
は
酷
い
で
す
。

●
ヘ
ル
パ
ー
の
募
集
を
出
し

て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
。

仕
事
が
き
て
も
断
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
が
現
実
。

●
（
市
や
国
の
レ
ベ
ル
で
）

ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
を
考
え

て
欲
し
い
で
す
。

川
村
議
員
は
12
月
議
会
質

問
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

市
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

介
護
の
現
場
で
、
な
ぜ
人

が
不
足
す
る
の
か
？
事
業
者

の
声
に
寄
せ
ら
れ
た
と
お
り
、

待
遇
が
悪
い
と
い
う
現
実
が

あ
り
ま
す
。
国
会
で
党
派
を

超
え
た
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、

12
月
に
入
っ
て
厚
労
省
が
示

し
た
対
策
は
全
く
不
十
分
な

内
容
で
し
た
。

介
護
職
の
待
遇
を
改
善
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
介
護
保
険

料
に
跳
ね
返
り
、
保
険
料
値

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

介
護
保
険
導
入
前
、
介
護

職
・
福
祉
職
の
給
与
に
対
し
、

公
私
間
格
差
を
埋
め
る
た
め

に
、
県
の
補
助
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
「
民
調
」
と

呼
ば
れ
た
、
こ
の
制
度
は
、

99
年
度
か
ら
削
減
を
始
め
、

03
年
の
障
害
者
自
立
支
援
費

制
度
の
導
入
を
契
機
に
、

「
公
私
間
格
差
是
正
」
の
人

件
費
補
助
が
原
則
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

川
村
議
員
は
、
質
問
の
中

で
、
国
の
対
策
で
は
、
介
護

職
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

千
代
田
区
が
行
っ
て
い
る
制

度
を
紹
介
し
、
市
と
し
て
補

助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
と

と
も
に
、
県
に
対
し
て
「
民

調
」
の
職
員
給
与
の
公
私
間

格
差
是
正
の
復
活
な
ど
を
要

求
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

2008年
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介護職の人材不足に市も取組んで！

11
日
発
表
の
学
校
保
健
統
計

速
報
値
（
厚
労
省
）
で
、
裸
眼

視
力
1
．
0
未
満
の
割
合
が
幼

稚
園
児
、
小
中
学
生
で
過
去
最

悪
に
な
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。

尾
張
旭
市
で
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？
市
学
校
教
育
課

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

市
学
校
保
健
会
・
養
護
教
諭

部
会
作
成
の
「
平
成
19
年
度
児

童
・
生
徒
発
育
と
健
康
状
態
」

を
見
る
と
（
年
度
毎
に
作
成
さ

れ
る
た
め
、
最
新
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
小
学
生
に
つ

い
て
は
、
全
国
平
均
よ
り
視
力

が
良
い
も
の
の
、
中
学
生
の
は

悪
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

小
学
生
の
４
人
に
１
人
、
中

学
生
の
半
数
以
上
が
、
視
力
１
．

０
未
満
と
い
う
結
果
で
す
。

市
の
資
料
を
見
て
気
に
な
っ

た
の
は
、
小
学
校
の
デ
ー
タ
で
、

学
校
間
の
開
き
が
最
大
15
％
ほ

ど
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

低
学
年
の
児
童
が
少
な
い
場

合
、
こ
の
よ
う
な
結
果
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
資
料
か
ら
は
ハ
ッ

キ
リ
と
読
み
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。市

の
資
料
「
結
果
の
考
察
」

欄
で
は
、
市
平
均
と
全
国
平
均

に
言
及
す
る
だ
け
で
、
経
年
的

な
分
析
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

70
年
代
か
ら
下
が
り
続
け
た

子
ど
も
の
視
力
は
、
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
な
ど
生
活
環

境
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
何
ら

か
の
傾
向
が
つ
か
め
れ
ば
、
対

応
策
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
え
ま
す
。
も
う
少
し

分
析
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

小学生の視力 学校間で15％の開き

待
遇
改
善
を
求
め
る
声

ズ
ラ
リ

介護職の
待遇改善を！



賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

１２月議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。

川
村

剛

森

和
実

伊
藤

恵
理
子

岩
橋

盛
文

斉
場

洋
治

花
井

守
行

原

淳
麿

篠
田

一
彦

坂
江

章
演

丹
羽

栄
子

若
杉

た
か
し

議

員

名

塚
本

美
幸

山
下

幹
雄

伊
藤

憲
男

谷
口

マ
ス
ラ
オ

牧
野

一
吉

大
島

も
え

楠
木

千
代
子

早
川

八
郎

相
羽

晴
光

赤
尾

勝
男

森
下

政
己

片
渕

卓
三

水
野

義
則

新成クラブ会
派

日本

共産党
市民まちづくりネット 公明党政新あさひ

※

草莽

崛起

×× × ×× ××

○

×××××× ×××

－

× ××

○

××陳情５号 自主共済制度の

保険業法適用除外を求める…

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
第83号議案

情報公開条例の一部改正

○

×

○

×× ×

○○ ○

××××× ×××
－

× ××

○

××陳情６号 「協同労働の協同

組合法」早期制定を…

○

× × ×× ××

○

×××××× ×××

－

× ××

○

××陳情７号の１ 社会保障の

施策拡充について…
×

○

× ×× ××

○

×××××× ×××

－

× ××
○

××陳情７号の１ 社会保障の

施策拡充について(税関連)…

○○ ○

×× ×

○○ ○

××××

○

×××

－

× ××

○

××陳情８号 介護職員の

人材確保…

１２月議会では、１２議案と５つの陳情について賛

否が問われました。

そのうち賛否の別れた議案・陳情は、上表の通りで

す。

陳情に対する反対討論は、相変わらずありません。

少なくとも反対理由ぐらいは示すべきだと思います。

党市議団が反対した、第83号議案 情報公開条例の

一部改正は、旭民報474号（9月4日）でパブリックコ

メントの受付け時に内容紹介したもので、川村議員が

反対討論を行いました。議案の賛否を検討するために、

市から聞取りを行ったところ、市側が、情報公開制度

の趣旨を踏まえ、公開請求の目的による区別、特定の

請求者に対する区別、という審査会で出された意見を、

退けた経過を知り、その姿勢は評価できるものでした

が、新設される情報公開請求手数料の積算手法は、市

に『何かの申請に来たら２００円』といった、手数料

値上げに道筋をつけるものと考えられること、受益者

負担という考え方では条例の説明に無理が生じること、

などを理由に反対しました。

解 説

2009年もよろしくお願いいたします

政治が変わる歴史的な年となるよう

がんばります


